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平成１８年社会生活基本調査の結果（生活時間に関する結果）の概要
（鹿児島県関係）

社会生活基本調査は，国民の生活時間の配分及び自由時間等における主な活動につい
て調査し，国民の社会生活の実態を明らかにすることにより，各種行政施策の基礎資料
を得ることを目的として，昭和 年以来５年ごとに行われている。平成 年調査はそ51 18
の７回目にあたり，平成 年 月 日現在で実施された。18 10 20
調査対象は，全国から無作為に抽出された約８万世帯で，その世帯にふだん住んでい

る 歳以上の世帯員約 万人であり，鹿児島県からは約 世帯，約３千人が調査10 20 1,500
対象となった。
なお，今回は生活時間についての結果公表であり，生活行動についての結果は既に７

月に公表したところである。

用語
・１次活動…………睡眠，食事など生理的に必要な活動
・２次活動…………仕事，家事など社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動
・３次活動…………上記以外で各人が自由に使える時間における活動
・家事関連時間……家事，介護・看護，育児，買い物の時間の合計

生活時間に関する結果について

１．結果の概略
（１）１日の生活時間（ 歳以上，週全体，総平均時間）10

１次活動時間が 時間 分，２次活動時間が６時間 分，３次活動時間が６時10 48 51
間 分となっており，平成 年と比べると，１次活動時間は２分の増加，２次活21 13
動は横ばい，３次活動は２分の減少となっている。全国と比較すると，１次活動時
間は 分長く，２次活動時間 は９分，３次活動時間は２分短くなっている。11
家事関連時間は，男性が 分，女性が３時間 分となっており，平成 年と比35 25 13
べると，男性は横ばい，女性は６分の増加となっている。全国と比較すると，男性
は３分，女性は 分短くなっている。10

（２）仕事時間（有業者，週全体）
男性が７時間 分，女性が５時間 分となっており，平成 年と比べると，男18 13 13

29 18性は 分の増加，女性は５分の減少となっている。全国と比較すると，男性は
分，女性は 分長くなっている。13

表１　１日の生活時間～週全体（１０歳以上，仕事時間は有業者） 　　（時間．分）

総数 男 女 総数 男 女
10.48 10.46 10.49 10.37 10.31 10.42
(0.02) (0.01) (0.02) (0.01) (0.01) (0.00)
6.51 6.45 6.56 7.00 6.58 7.03

(0.00) (0.00) (0.00) (0.04) (0.07) (0.02)
2.05 0.35 3.25 2.08 0.38 3.35

(0.02) (0.00) (0.06) (0.03) (0.07) (0.01)
6.21 6.29 6.15 6.23 6.31 6.15

(-0.02) (-0.01) (-0.02) (-0.05) (-0.08) (-0.02)
6.21 7.18 5.13 6.09 7.00 5.00

(0.13) (0.29) (-0.05) (0.10) (0.12) (0.09)
注）　（　）内は平成13年からの増減

仕事時間

３次活動

家事関連

２次活動

鹿児島県 全国

１次活動
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２．１日の生活時間の配分
（１）１次活動について

１次活動は男性が 時間 分，女性が 時間 分で，平成 年と比べると男10 46 10 49 13
性が１分，女性が２分増加している。
全国と比較すると，男性が 分，女性が７分長くなっている。15
行動の種類別に平成 年と比べると，睡眠は，男性が６分，女性が１分減少，身13
の回りの用事は，男性が７分，女性が４分増加しており，食事は，男女ともに横ば
いとなっている。
全国と比較すると睡眠が９分，食事が３分長く，身の回りの用事は同じである。

（２）２次活動について
２次活動は男性が６時間 分，女性が６時間 分で，平成 年と比べると男女45 56 13

ともに横ばいとなっている。
全国と比較すると男性が 分，女性が７分短くなっている。13

ア 仕事時間について
21 18 13有業者の１日の仕事時間は６時間 分で 男性は７時間 分 女性は５時間， ，

分となっている。
曜日別にみると，平日は７時間 分，土曜日は５時間４分，日曜日は３時間７15

分となっている。
男女，年齢階級別にみると，男性は ～ 歳が８時間４分と最も長く，女性35 44

は ～ 歳が５時間 分と最も長くなっている。45 54 32
13 13 29有業者の仕事時間を平成 年と比べると 分の増加となっており 男性は， ，

分の増加，女性は５分の減少となっている。
曜日別にみると，男性は土曜日は減少しているが，平日及び日曜日は増加して

いる。女性は平日，土曜日は減少しているが，日曜日は増加している。
男女，年齢階級別にみると，男性は ～ 歳を除くすべての年齢階級で増加65 74

しているが，女性は ～ 歳の３年齢階級で減少している。35 64

表 ２ 　男 女 別 ，１次 活 動 時 間 （１ ０ 歳 以 上 ） 　　（時 間 ．分 ）

総 数 男 女 総 数 男 女

7.51 7 .59 7 .44 7 .42 7 .49 7 .35
(-0 .03 ) (-0 .06) (-0 .01) (-0 .03 ) (-0 .03 ) (-0 .03 )

1 .15 1 .07 1 .22 1 .15 1 .06 1 .25
(0 .05) (0 .07) (0 .04) (0 .02 ) (0 .04 ) (0 .02 )
1 .42 1 .40 1 .44 1 .39 1 .36 1 .42

(0 .00) (0 .00) (0 .00) (0 .01 ) (0 .00 ) (0 .01 )
注 ：（　　）内 は 平 成 １３ 年 か ら の 増 減

身 の 回 り の 用 事

食 　事

鹿 児 島 県 全 国

睡 　眠

表３　曜日別，男女別，仕事時間（有業者） （時間．分）

　　　週全体 　　　　平日 　　　土曜日 　　　日曜日
総数 6.21 (0.13) 7.15 (0.18) 5.04 (-0.17) 3.07 ( 0.13)
男 7.18 (0.29) 8.22 (0.38) 5.54 (-0.05) 3.21 ( 0.16)
女 5.13 (-0.05) 5.56 (-0.02) 4.01 (-0.32) 2.49 ( 0.10)

注：（　　）内は平成１３年からの増減

表４　男女，年齢階級別仕事時間（有業者） （時間．分）
１５～ ２５～ ３５～ ４５～ ５５～ ６５～ ７５歳

総数 ２４歳 ３４歳 ４４歳 ５４歳 ６４歳 ７４歳 以上
男 時間 7.18 6.30 7.48 8.04 7.50 6.58 5.12 5.33

増減 0.29 0.37 0.14 0.42 0.32 0.29 -0.17 1.46
女 時間 5.13 5.09 5.28 4.38 5.32 5.27 4.27 4.00

増減 -0.05 0.00 0.28 -0.29 -0.04 -0.53 0.06 0.23
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イ 家事関連時間
家事関連時間は２時間５分で，男性が 分，女性が３時間 分と男女の間に35 25

大きな差がある。
曜日別にみると，平日，土曜日が２時間，日曜日が２時間 分となっており，27

平日に比べ日曜日は 分以上長くなっている。20
男女，年齢階級別にみると，男性は 歳以上の年齢階級で１時間４分と最も長65

くなっている。一方，女性は ～ 歳で５時間 分と最も長くなっている。35 44 31
家事関連時間を男女別に平成 年と比べると，男性は横ばい，女性は６分の増13

加となっている。
， ， ， ，曜日別にみると 男性は平日が減少 土曜日 日曜日が増加しているのに対し

女性は平日，日曜日が増加し，土曜日は減少している。
年齢階級別にみると，男性は ～ 歳で 分減少しているが，それ以外の各55 64 13

年齢階級での増減幅は小さい。一方，女性は ～ 歳の各年齢階級の増減幅が15 64
すべて 分以上と大きく，特に， ～ 歳では１時間 分の増加となってい10 35 44 19
る。
共働き世帯及び夫が有業で妻が無業の世帯について，夫と妻の家事関連時間を

みると，共働き世帯の夫は 分で夫が有業で妻が無業の世帯の夫は 分となっ26 29
ている。一方，共働き世帯の妻は４時間６分，夫が有業で妻が無業の世帯の妻は
６時間 分となっており，妻の家事関連時間は共働きか否かによって大きな差が38
みられる。
また，家事関連時間の妻の分担割合は，共働き世帯が ％で，夫が有業で妻90.4

が無業の世帯の ％より低くなっている。93.2

表５　曜日別，男女別，家事関連時間（１０歳以上） （時間．分）
　　　週全体 　　　　平日 　　　土曜日 　　　日曜日

総数 2.05 ( 0.02) 2.00 ( 0.01) 2.00 (-0.15) 2.27 ( 0.12)
男 0.35 ( 0.00) 0.28 (-0.02) 0.47 ( 0.06) 1.04 ( 0.08)
女 3.25 ( 0.06) 3.22 ( 0.08) 3.05 (-0.32) 3.38 ( 0.11)

注：（　　）内は平成１３年からの増減

表６　男女，年齢階級別家事関連時間（１０歳以上） （時間．分）
１０～ １５～ ２５～ ３５～ ４５～ ５５～ ６５歳

総数 １４歳 ２４歳 ３４歳 ４４歳 ５４歳 ６４歳 以上
男 時間 0.35 0.16 0.15 0.32 0.25 0.28 0.39 1.04

増減 0.00 -0.02 -0.06 0.04 0.02 0.06 -0.13 -0.01
女 時間 3.25 0.22 0.53 3.55 5.31 3.40 3.41 3.33

増減 0.06 0.06 -0.23 -0.17 1.19 -0.13 0.33 -0.02

表７　夫婦の家事関連時間 （時間．分，％）

家事 介護・看護 育児 買い物
夫 0.26 0.10 0.01 0.08 0.07
妻 4.06 3.07 0.05 0.27 0.27

妻の分担割合 90.4 94.9 83.3 77.1 79.4
夫 0.29 0.09 0.01 0.08 0.11
妻 6.38 4.33 0.06 1.17 0.42

妻の分担割合 93.2 96.8 85.7 90.6 79.2
注）　妻の分担割合＝１００×（妻の時間）／（夫と妻の合計時間）

家事関連

共働き世帯

夫が有業で
妻が無業
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（３）３次活動について
３次活動は男性が６時間 分，女性が６時間 分で平成 年と比べると，男性29 15 13

が１分，女性が２分減少している。
全国と比較すると男性は２分短く，女性が同値となっている。
行動の種類別にみると，男女ともに「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 「休養・く」，

つろぎ 「趣味・娯楽」の順に活動時間が長くなっており 「休養・くつろぎ 「ス」， ， 」，
ポーツ」は男女ともに全国より長い。

３ 主な行動の平均時刻
主な行動の平均時刻は次のとおりとなっている。

表９ 主な行動の平均時刻（10歳以上(出勤，帰宅は有業者)，平日） （時：分）

平均時刻

起床 就寝 朝食開始 夕食開始 出勤 帰宅

総数 6:32 22:59 7:09 19:14 8:30 18:44

鹿児島県 男 6:33 22:51 7:01 19:22 7:54 19:00

女 6:32 23:06 7:16 19:06 9:16 18:24

総数 6:39 23:16 7:12 19:09 8:28 18:58

全 国 男 6:47 23:19 7:07 19:21 8:09 19:37

女 6:30 23:13 7:17 18:58 8:57 18:03

総数 6:22 22:32 7:02 18:46 8:04 18:15

青森,岩手県 青森県 静岡,山口県 北海道 岐阜県 高知県

早 い 県 男 6:30 22:36 6:55 18:54 7:38 18:29

岩手県 青森県 静岡県 北海道 岐阜県 高知県

女 6:13 22:30 7:06 18:39 8:27 17:17

富山県 青森県 福井,山口県 北海道 青森県 和歌山県

総数 6:52 23:40 7:24 19:29 8:58 19:28

遅 い 県 東京都 東京都 東京都 沖縄県 沖縄県 神奈川県

男 7:03 23:44 7:16 19:41 8:37 20:07

沖縄県 東京都 東京都 神奈川県 兵庫県 奈良県

女 6:48 23:36 7:31 19:23 9:33 18:33

東京都 東京都 東京都 沖縄県 沖縄県 沖縄県

表８　男女別，３次活動時間（１０歳以上） 　　（時間．分）

総数 男 女 総数 男 女

3.58 4.02 3.54 3.49 3.51 3.47
(0.03) (0.05) (0.01) (-0.03) (-0.06) (0.00)
2.22 2.22 2.22 2.24 2.28 2.21

(-0.05) (-0.07) (-0.03) (-0.08) (-0.10) (-0.05)
1.36 1.40 1.32 1.25 1.23 1.26

(0.08) (0.12) (0.04) (0.05) (0.04) (0.05)
1.09 1.20 0.59 1.17 1.28 1.06

(0.03) (0.02) (0.04) (0.04) (0.04) (0.03)
0.37 0.45 0.30 0.45 0.51 0.38

(0.01) (0.02) (0.01) (0.03) (0.01) (0.03)
0.10 0.10 0.10 0.12 0.13 0.12

(-0.01) (-0.01) (0.00) (-0.02) (-0.01) (-0.01)
0.18 0.22 0.14 0.15 0.19 0.11

(0.03) (0.03) (0.02) (0.02) (0.03) (0.01)
0.04 0.03 0.05 0.05 0.05 0.05

(0.00) (-0.02) (0.01) (0.01) (0.01) (0.00)
注：（　）内は平成１３年からの増減

積極的自由時間活動

全国

ﾃﾚﾋﾞ･ﾗｼﾞｵ･新聞・雑誌

休養・くつろぎ

鹿児島県

休養等自由時間活動

趣味・娯楽

学習・研究（学業以外）

スポーツ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動・
社会参加活動


